
空 調 用 熱 源 機

ユニット毎に分割できるので、レッカーの小型化や
エレベーターによる搬入が可能。更新時の撤去も
スムーズに行えます。
＊13人乗りエレベーター
　（JIS A4301－1983：間口900・奥行1350・高さ2100mm）水配管

冷媒配管許容範囲

熱源・ハイドロユニット間

高低差50m

熱源ユニット

ハイドロユニット

100m
以下

配管相当長 

冷媒配管

変形・狭小スペースでも、スペースに合わせて
ユニットを自在に設置できます。

ハイドロユニットを
二次側近傍に
設置することで、
冷温水の搬送動力が
抑えられます。

屋内設置することで
冷温水配管が
短くでき、断熱処理も
簡易化できます。

熱源
ユニット

エアハンドリング
ユニット

水配管

冷媒配管

水配管が流用でき、水冷チラーや
吸収式冷凍機からの更新が容易。

ハイドロユニット

J I Z A I
従来機

負荷率

圧
縮
機
効
率

中間インジェクション回路で
定格能力時の効率アップ

背圧コントロール機構で
低負荷時の効率アップ

●低負荷時＋定格能力時の効率アップ

圧縮機効率イメージ

システム内の冷媒回路が4系統(ユニット)に独立しているため、一部の
系統に不具合が生じても、残りの系統による運転継続が可能、熱源
運転の完全停止を回避できます。

残りの
ユニットで
運転継続

現地スペースに合わせた自在な設置が
可能な新発想のチラー。

チリングユニットを構成する熱源部とハイドロ部をユニット単位で分割。現地スペースに合わせた柔軟な配置が可能です。

業界トップクラスの運転効率を発揮※1

省エネルギーな大温度差空調に対応可能

アクティブフィルターが
本体内部に組込み可能

産業用途にも対応できる幅広い冷水温度設定範囲

バックアップ運転機能でリスク回避
省エネルギーな大温度差空調ニーズに最大１６℃差まで対応可能です。
＊流量範囲で制限が有ります。30馬力機は最大12℃差。

幅広い冷水温度設定範囲で、産業用途に多い１５～３０℃の中温
ニーズにも対応できます。

冷水温度設定範囲＋４℃～＋３０℃

故障

ユニット単体は
法令冷凍トン20トン未満

高圧ガス保安法関連
手続き不要

全機種
『フロン排出抑制法』に基づく
専門家による定期点検が不要

熱源ユニット

ハイドロユニット

●運転時間の長い低負荷時にも
年間を通して高い運転効率を発揮。

＊外気温度25℃・出口温度差７℃・定流量ポンプ使用時の場合

空調用途 プロセス用途

注）400V級仕様の場合は不可。

冷却負荷率50%
出口温度７℃時

COP6.9
冷却負荷率50%
出口温度１５℃時

水配管冷媒配管

エアハンハイドロ
ユニット

熱源
ユニット

エアハン

ハイドロユニットを屋内設置
すると水配管も屋内設置となり
凍結防止が容易。

・水配管の最小化
・搬送動力低減
・二次ポンプ不要
・PSスペース削減

屋上スペース開放

JIZAI

バルコニー

水配管

JIZAI

エアハンバルコニー

水配管

エアハン

自在に設置できるので
バルコニー設置が可能。

エアハン
冷
媒
配
管

水
配
管

熱源ユニット

ハイドロユニット

冷却塔からの
置き換え

冷媒配管に
入替え

吸収式からの
置き換え

水配管
再利用

冷却水ポンプ
不要化

既存の水配管や設置スペースを
利用して吸収式熱源機からの
置き換えが容易。

JIZAI［ジザイ］ モジュール制御対応機モジュール制御対応機

事例紹介
P.12

5.5
従来機※３

6.4
JIZAI（30馬力システム）

ユニット単位の分散設置が可能で、様々な設置ニーズに対応可能。

ユニット毎にエレベーターでの
分割搬入も可能

ユニット単位で
自在な配置が可能。

熱源ユニットを
離れた場所に設置可能。

ハイドロユニットは
屋内設置が可能。

IPLV※2
従来機比

向上
16%

COP9.3

※1.JRA4066：2014「ウォーターチリングユニット」に基づく、散水レス
仕様において2021年3月現在（ダイキン工業調べ）

※2.JRA4066：2014「ウォーターチリングユニット」に基づく、散水レス
仕様にて算出。

※3.従来機：UWMY850A

最大1,120馬力（16台）までの
モジュールチラーを連携させ、
効果的なモジュール制御が可能。

高機能モジュール
コントローラー（オプション）

高機能モジュールコントローラーなら
16台を1グループとして
最大16グループ（256台）を
モジュール制御

高機能 ジ

モジュールリモコンで
最大16台を
モジュール制御

モジュールリモコン（オプション）

モ
最
モ

ジ リ （オプシ

P.47参照

モジュール制御機モジュール制御機

・送水温度可変（VWT※4）制御　
・外調機凍結防止制御

●詳細はP.48をご覧ください。
※4. Variable Water Temperature
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空 調 用 熱 源 機
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モジュール制御機モジュール制御機

・送水温度可変（VWT※4）制御　
・外調機凍結防止制御

●詳細はP.48をご覧ください。
※4. Variable Water Temperature

スタイルフリーチラーJIZAI[ジザイ] 機種シリーズ 

冷媒 名称
ヒートポンプタイプ（冷却・加熱兼用型）

能力 機外配線 ポンプ特性 改装・別売品
その他

モジュール
制御30馬力 40馬力 50馬力 外形 仕様

R410A

標準仕様
（200V）

ポンプ組込型 ● ● ● P.39 P.40 P.42 P.45 P.46 P.46

P.47

ポンプレス型 ● ● ● P.39 P.41 P.42 P.45 ― P.46

ブライン仕様 ポンプレス型 ● ● ● P.39 P.43 P.44 P.45 ―

※

高効率（散水）仕様 ● ● ● ※ ※ ※ ※ ※

公共建築協会仕様 ● ● ● ※ ※ ※ ※ ※

異電圧仕様（400V） ● ● ● ※ ※ ※ ※ ※

JRA耐（重）塩害仕様 ● ● ● ※ ※ ※ ※ ※

※の項目については別途お問い合わせください。
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外形寸法図（単位：mm）

JIZAI ［ジザイ］  外形寸法図／標準仕様　 モジュール制御対応機モジュール制御対応機

空 調 用 熱 源 機
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729

No.1 液配管接続口 7

No.3 ガス配管接続口

2

接続箇所

液配管

付属品袋位置

11

注意　冷温水（ブライン）管の接続位置
・入口管－製品上側 ・出口管－製品下側

（基礎ボルト穴）

（基礎ボルト穴ピッチ）

製品底面

（基礎ボルト穴ピッチ） 358

★47

2 1/2B（65A）
JIS 10Kフランジ
（材質FC200,亜鉛メッキ）

ガス配管/
液配管

20以上

・サービススペース
 （単機の場合）

30

90
0以
上

〈正面〉

20以上

冷媒配管取出口

41
（
ド
レ
ン
出
口
管
）

70

No.4 ガス配管接続口

No.2 液配管接続口

No.1 ガス配管接続口ガス配管
液配管
ガス配管
液配管
ガス配管
液配管
ガス配管
液配管

No.3 液配管接続口

操作回路取入口
（65X200角穴、仕切板に穴加工）

No.3 熱源ユニット

出口

（基礎ボルト穴ピッチ）

ガス配管

逆止弁付属位置

操作回路取入口
（150X100角穴、仕切板に穴加工）

No.4 液配管接続口
No.4 熱源ユニット

※23

接続箇所名

電気品箱

入口

415

冷媒配管接続部（右側面）

900

12

900 70

冷媒配管接続部詳細

No.1 熱源ユニット

空気抜き弁

1240

220

空気抜き弁

Ａ

No.2 ガス配管接続口

熱源ユニット番号

電源取入口
（130X120角穴、仕切板に穴加工）

No.2 熱源ユニット

12
0

90
0以
上

10

注.6
ポンプ付き機種のみ
付属している

73製品底面

注１．冷温水（ブライン）出入口管の接続に注意してください。
　２．水ストレーナは標準では付属していません。入口配管に現地で４０メッシュ（ステンレス製）の
　　ストレーナを必ずつけてください。ストレーナがなければ機器が破損します。
　３．本機は、熱源ユニット４台を接続して使用します。下記のように冷媒配管を接続してください。

　４．基礎に関しては、基礎図および底フレーム構造図にしたがってください。
　５．オプションで水ストレーナも用意しています。
　　取付方法・寸法は別途オプション品の資料を参照してください。
　６．逆止弁（水用）はポンプ付き機種は必須のため付属しています。
　　ポンプなし機種の場合は付属していません。必要に応じて現地で準備してください。
　７．※印の寸法はフレアナットを取り外した後の寸法です。
　８．★印の寸法はピンチ配管を取り外した後の寸法です。
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4
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Ｍ８（電気品箱中）

１

5
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φ12.7 フレア接続　注）３．参照

２／Ｂ冷温水（ブライン）入口管

φ12.7 フレア接続　注）３．参照

※ストレーナ付属していません

φ25.4 ロウ付接続　注）３．参照
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2
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1
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6
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1
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注１．※印の寸法はピンチ配管を取り外した後の寸法です。
　２．配管接続時は、配管接続形態（正面接続、下面接続）に
　  応じて現地での作業（拡管、曲げ）や、
　  配管継手（L継手、同径継手、異径継手）等の準備が必要です。
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11
電源接続口（前面）

5

電源接続口（前面）

7

2

φ６５

8

※66

ハイドロユニット

熱源ユニット

■標準仕様/ポンプ組込型・標準仕様/ポンプレス型・ブライン仕様（ポンプレス）共通



標準仕様（50/60Hz）
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モ
ジ
ュ
ー
ル
チ
ラ
ー

商
品
紹
介

機種名（システム名） UWMY30BS UWMY40BS UWMY50BS

冷却
★1★3

能力 kW ８５ 118 150
冷水水量 L/min 174（２４４） 242（３３８） 307（４３０）
機外揚程★4 kPa ９１／１４２（６８／１１９） ６９／１２０（２５／７６） ４１／９２（－／２１）

ＩＰＬＶ 6.5（6.4） 6.1（6.0） 5.8（5.7）
冷却COP 4.04（3.84） 3.61（3.51） 3.11（3.01）

加熱
★2★3

能力 kW ８５ 118 150
温水水量 L/min 174（２４４） 242（３３８） 307（430）
機外揚程★4 kPa 9１／１４２（６８／１１９） ６９／１２０（２５／７６） ４１／９２（－／２１）
加熱COP 3.60（3.60） 3.41（3.41） 3.20（3.20）

冷却加熱平均COP 3.82（3.72） 3.51（3.46） 3.15（3.10）

電気特性
★5

冷却
★1★3

運転電流 A 66.3（６９．５） 101.5（１０４．５） １４７．８（１５３．０）
定格消費電力 kW 21.0（２２．１） 32.6（３３．６） 48.2（４９．８）
力率 ％ ９２（９２） ９３（９３） ９４（９４）
始動電流 A － － －

加熱
★2★3

運転電流 A ７４．７（７４．７） １０７．６（１０７．６） １４４．１（１４４．１）
定格消費電力 kW ２３．６（２３．６） ３４．６（３４．６） ４６．８（４６．８）
力率 ％ ９１（９１） ９３（９３） ９４（９４）
始動電流 A － － －

除霜方式 電子ディアイサ方式 電子ディアイサ方式 電子ディアイサ方式
冷媒制御 電子膨張弁 電子膨張弁 電子膨張弁
温度調節器 電子サーモ 電子サーモ 電子サーモ
容量制御 ★6 ％ １００～１７－０ １００～１２－０ １００～９－０
接続配管
★7

熱源～
ハイドロ

液側配管 mm φ１２．７ （熱源側：ロウ付接続・ハイドロ側：フレア接続） φ１２．７ （熱源側：ロウ付接続・ハイドロ側：フレア接続） φ１２．７ （熱源側：ロウ付接続・ハイドロ側：フレア接続）
ガス側配管 mm φ２５．４ （ロウ付接続） φ２５．４ （ロウ付接続） φ２５．４ （ロウ付接続）

保護装置 高圧圧力開閉器、漏電検知装置、過電流保護装置、ファンドライバー過負荷保護装置、インバーター過負荷保護装置、低圧保護機能、逆相保護機能、
吐出ガス過熱防止機能、凍結防止機能

法定冷凍トン ８．７ 12.5 16.7
高圧ガス保安法に基づく手続 ★8 不要 不要 不要
最少保有水量 ★9 L ４７０ 470 470
標準付属品 ★10 取扱説明書、据付説明書、保証書、逆止弁（水用）

熱
源
ユ
ニ
ッ
ト 

★
11

機種名×台数 UWUP400DS×４台
電源 ３相　２００Ｖ　５０／６０Ｈｚ

圧
縮
機

形式 全密閉スクロール式
電動機出力×台数 ★12 kW （３．８×１）×４ （5.4×１）×４ （7.3×１）×４
始動方式 インバーター方式

空気側熱交換器 形式 クロスフィンコイル式

送
風
機

形式 プロペラファン
電動機出力×台数 kW （０．２９×２）×４
風量 ★12 m3/min １８７×４ 210×４
駆動方式 直結駆動

冷媒 ★13
冷媒名 Ｒ４１０Ａ
充填量 kg １２．６×４

冷凍機油
★13

冷凍機油名 ＦＶＣ６８Ｄ
充填量 L ３．０×４

製品質量 kg ２５９×４

ハ
イ
ド
ロ
ユ
ニ
ッ
ト

機種名 UWHY30B UWHY40B UWHY50B
電源 ３相　２００Ｖ　５０／６０Ｈｚ ３相　２００Ｖ　５０／６０Ｈｚ ３相　２００Ｖ　５０／６０Ｈｚ
水側熱交換器 形式 ブレージングプレート式 ブレージングプレート式 ブレージングプレート式

送水ポンプ
形式 鋳鉄製ラインポンプ 鋳鉄製ラインポンプ 鋳鉄製ラインポンプ
電動機出力 kW １．５ 1.5 1.5
駆動方式 直結駆動 直結駆動 直結駆動

断熱材 発泡ポリエチレン 発泡ポリエチレン 発泡ポリエチレン
冷温水出入口管 ２　１／２Ｂ（６５Ａ）　フランジ（ＪＩＳ１０Ｋ） ２　１／２Ｂ（６５Ａ）　フランジ（ＪＩＳ１０Ｋ） ２　１／２Ｂ（６５Ａ）　フランジ（ＪＩＳ１０Ｋ）
ドレン出口管 ★14 Ｒｃ　１／２メネジ（１５Ａ） Ｒｃ　１／２メネジ（１５Ａ） Ｒｃ　１／２メネジ（１５Ａ）
製品質量 kg ３３０ 330 330
運転質量 kg ３６２ 362 362

1. ★1 運転条件：冷水出口温度7℃、出入口温度差7℃、外気温度35℃（D.B.）　※（    ）の数値は冷水出口温度7℃、出入口温度差5℃の時の値です｡　2. ★2 運転条件：温水出口温度45℃、出入口温度
差7℃、外気温度7℃（D.B.）、6℃（W.B.）　※（    ）の数値は温水出口温度45℃、出入口温度差5℃の時の値です｡　3. ★3 熱源ユニットとハイドロユニット間の配管相当長3.5ｍ、高低差0ｍの時の値です。
熱源ユニットとハイドロユニット間の冷媒配管長、高低差により冷却能力、加熱能力、電気特性が変化します｡　4. ★4 機外揚程の詳細は技術資料の「ポンプ特性表」に示す値を参考にしてください。（参考：P.46

『ポンプ特性』）　5. ★5 電気特性には送水ポンプ分を含んでいません。技術資料の「ポンプ特性表」に示す値を参考にしてください（参考：P.46『ポンプ特性』）　6. ★6 ★1★2の運転条件での容量制御範囲
となります。運転条件により容量制御範囲は異なります｡　7. ★7 本機は4つの冷媒系統が独立していますので、系統毎に個別に配管接続が必要です。また、配管接続形態（熱源ユニット：正面、下面接続　ハイ
ドロユニット：正面接続）に応じて現地での作業（拡管、曲げ）や、配管継手（L継手、同径継手）等の準備が必要です｡　8. ★8 手続きが異なるほかの冷凍機と冷温水を共通にする場合（合算）は、手続き内容が変
わる場合があります｡　9. ★9 冷温水系統内を実際に循環する水量を示します。三方弁や二方弁によりバイパスする回路のある場合は最短バイパス回路での水量を上記数値以上としてください。この値は★1★
2の条件、サーモディファレンシャル2℃時の値です。設計能力、サーモディファレンシャル条件によって異なります。また、複数台設置時は、台数制御方法によって必要な保有水量が異なります｡　10. ★10 付属品
はハイドロユニット内部に付属されています｡　11. ★11 雨水やドレン水などは製品底面より排水されます。必要に応じて基礎の周囲に排水溝を設けてください｡　12. ★12 本製品は熱源ユニットとハイドロユニッ
トで構成されています。圧縮機電動機出力および送風機風量は組合せるハイドロユニットによって変わりますのでご注意ください｡　13. ★13 工場出荷時は、冷媒および冷凍機油は熱源ユニットにのみ初期充填
されています。ハイドロユニットには充填されていません｡　14. ★14 外気条件によって、ドレン管以外から結露水が発生することがあります｡　15. 外部露出の冷温水配管の保温は当社除外とします。お客様にて
施工してください｡　16. ★1★2の能力および定格消費電力の表示値許容公差は、JRA4066:2017「ウォーターチリングユニット」によります。
●本製品はJIS B 8613 －2019およびJRA4066:2017に基づき製造しております。
●ＪＲＡ耐（重）塩害仕様については、別途お問い合わせください。

★漏電遮断器を必ず設置してください。本機はインバーター装置を有しますので、誤作動を防止するため高調波対応品を使用してください。
※「冷却」または「加熱」の電流値が20Ａを超える熱源機は、「高圧又は特別高圧で受電する需要家の高調波抑制対策ガイドライン」対象機器となります。
　回路種別番号、換算係数は機種により異なりますので営業窓口までお問い合わせください。
※インバーター方式の熱源機は高調波発生機器です。機器から発生した高調波は電源線を伝わり、他の設備や機器に異音、振動、発熱、誤動作などの影響を与えることがあります。
　詳しくは営業窓口までお問い合わせください。

■標準仕様/ポンプ組込型
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■標準仕様/ポンプレス型

●外形寸法図についてはP.39をご覧ください。商
品
紹
介

 

モ
ジ
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ー
ル
チ
ラ
ー

機種名（システム名） UWMY30BSL UWMY40BSL UWMY50BSL

冷却
★1★3

能力 kW ８５ 118 150
冷水水量 L/min 174（２４４） 242（３３８） 307（４３０）
水圧損失 kPa 19（37） 36（70） 58（112）

ＩＰＬＶ 6.5（6.4） 6.1（6.0） 5.8（5.7）
冷却COP 4.04（3.84） 3.61（3.51） 3.11（3.01）

加熱
★2★3

能力 kW ８５ 118 150
温水水量 L/min 174（２４４） 242（３３８） 307（４３０）
水圧損失 kPa 19（37） 36（70） 58（112）
加熱COP 3.60（3.60） 3.41（3.41） 3.20（3.20）

冷却加熱平均COP 3.82（3.72） 3.51（3.46） 3.15（3.10）

電気特性

冷却
★1★3

運転電流 A 66.3（６９．５） 101.5（１０４．５） 147.8（１５３．０）
定格消費電力 kW 21.0（２２．１） 32.6（３３．６） 48.2（４９．８）
力率 ％ ９２（９２） ９３（９３） ９４（９４）
始動電流 A － － －

加熱
★2★3

運転電流 A ７４．７（７４．７） １０７．６（１０７．６） １４４．１（１４４．１）
定格消費電力 kW ２３．６（２３．６） ３４．６（３４．６） ４６．８（４６．８）
力率 ％ ９１（９１） ９３（９３） ９４（９４）
始動電流 A － － －

除霜方式 電子ディアイサ方式 電子ディアイサ方式 電子ディアイサ方式
冷媒制御 電子膨張弁 電子膨張弁 電子膨張弁
温度調節器 電子サーモ 電子サーモ 電子サーモ
容量制御 ★4 ％ １００～１７－０ １００～１２－０ １００～９－０
接続配管
★5

熱源～
ハイドロ

液側配管 mm φ１２．７ （熱源側：ロウ付接続・ハイドロ側：フレア接続） φ１２．７ （熱源側：ロウ付接続・ハイドロ側：フレア接続） φ１２．７ （熱源側：ロウ付接続・ハイドロ側：フレア接続）
ガス側配管 mm φ２５．４ （ロウ付接続） φ２５．４ （ロウ付接続） φ２５．４ （ロウ付接続）

保護装置 高圧圧力開閉器、漏電検知装置、過電流保護装置、ファンドライバー過負荷保護装置、インバーター過負荷保護装置、低圧保護機能、逆相保護機能、
吐出ガス過熱防止機能、凍結防止機能

法定冷凍トン ８．７ 12.5 16.7
高圧ガス保安法に基づく手続 ★6 不要 不要 不要
最少保有水量 ★7 L ４７０ 470 470
標準付属品 ★8 取扱説明書、据付説明書、保証書

熱
源
ユ
ニ
ッ
ト 

★
９

機種名×台数 UWUP400DS×４台
電源 ３相　２００Ｖ　５０／６０Ｈｚ

圧
縮
機

形式 全密閉スクロール式
電動機出力×台数 ★10 kW （３．８×１）×４ （5.4×１）×４ （7.3×１）×４
始動方式 インバーター方式

空気側熱交換器 形式 クロスフィンコイル式

送
風
機

形式 プロペラファン
電動機出力×台数 kW （０．２９×２）×４
風量 ★10 m3/min １８７×４ 210×４
駆動方式 直結駆動

冷媒 ★11
冷媒名 Ｒ４１０Ａ
充填量 kg １２．６×４

冷凍機油
★11

冷凍機油名 ＦＶＣ６８Ｄ
充填量 L ３．０×４

製品質量 kg ２５９×４

ハ
イ
ド
ロ
ユ
ニ
ッ
ト

機種名 UWHY30BL UWHY40BL UWHY50BL
電源 ３相　２００Ｖ　５０／６０Ｈｚ ３相　２００Ｖ　５０／６０Ｈｚ ３相　２００Ｖ　５０／６０Ｈｚ
水側熱交換器 形式 ブレージングプレート式 ブレージングプレート式 ブレージングプレート式
断熱材 発泡ポリエチレン 発泡ポリエチレン 発泡ポリエチレン
冷温水出入口管 ２　１／２Ｂ（６５Ａ）　フランジ（ＪＩＳ１０Ｋ） ２　１／２Ｂ（６５Ａ）　フランジ（ＪＩＳ１０Ｋ） ２　１／２Ｂ（６５Ａ）　フランジ（ＪＩＳ１０Ｋ）
ドレン出口管 ★12 Ｒｃ　１／２メネジ（１５Ａ） Ｒｃ　１／２メネジ（１５Ａ） Ｒｃ　１／２メネジ（１５Ａ）
製品質量 kg ２８５ ２８５ ２８５
運転質量 kg ３１７ ３１７ ３１７

1. ★1 運転条件：冷水出口温度7℃、出入口温度差7℃、外気温度35℃（D.B.）　※（    ）の数値は冷水出口温度7℃、出入口温度差5℃の時の値です｡　2. ★2 運転条件：温水出口温度45℃、出入口温度
差7℃、外気温度7℃（D.B.）、6℃（W.B.）　※（    ）の数値は温水出口温度45℃、出入口温度差5℃の時の値です｡　3. ★3 熱源ユニットとハイドロユニット間の配管相当長3.5ｍ、高低差0ｍの時の値です。
熱源ユニットとハイドロユニット間の冷媒配管長、高低差により冷却能力、加熱能力、電気特性が変化します｡　4. ★4 ★1★2の運転条件での容量制御範囲となります。運転条件により容量制御範囲は異なります｡　
5. ★5 本機は4つの冷媒系統が独立していますので、系統毎に個別に配管接続が必要です。また、配管接続形態（熱源ユニット：正面、下面接続　ハイドロユニット：正面接続）に応じて現地での作業（拡管、曲げ）
や、配管継手（L継手、同径継手）等の準備が必要です｡　6. ★6 手続きが異なるほかの冷凍機と冷温水を共通にする場合（合算）は、手続き内容が変わる場合があります｡　7. ★7 冷温水系統内を実際に循環
する水量を示します。三方弁や二方弁によりバイパスする回路のある場合は最短バイパス回路での水量を上記数値以上としてください。この値は★1★2の条件、サーモディファレンシャル2℃時の値です。設計能
力、サーモディファレンシャル条件によって異なります。また、複数台設置時は、台数制御方法によって必要な保有水量が異なります｡　8. ★8 付属品はハイドロユニット内部に付属されています｡　9. ★9 雨水やド
レン水などは製品底面より排水されます。必要に応じて基礎の周囲に排水溝を設けてください｡　10. ★10 本製品は熱源ユニットとハイドロユニットで構成されています。圧縮機電動機出力および送風機風量は組
合せるハイドロユニットによって変わりますのでご注意ください｡　11. ★11 工場出荷時は、冷媒および冷凍機油は熱源ユニットにのみ初期充填されています。ハイドロユニットには充填されていません｡　12. ★12 
外気条件によって、ドレン管以外から結露水が発生することがあります｡　13. 外部露出の冷温水配管の保温は当社除外とします。お客様にて施工してください｡　14. ★1★2の能力および定格消費電力の表示
値許容公差は、JRA4066:2017「ウォーターチリングユニット」によります。
●本製品はJIS B 8613 －2019およびJRA4066:2017 に基づき製造しております。
●ＪＲＡ耐（重）塩害仕様については、別途お問い合わせください。

★漏電遮断器を必ず設置してください。本機はインバーター装置を有しますので、誤作動を防止するため高調波対応品を使用してください。
※「冷却」または「加熱」の電流値が20Ａを超える熱源機は、「高圧又は特別高圧で受電する需要家の高調波抑制対策ガイドライン」対象機器となります。
　回路種別番号、換算係数は機種により異なりますので営業窓口までお問い合わせください。
※インバーター方式の熱源機は高調波発生機器です。機器から発生した高調波は電源線を伝わり、他の設備や機器に異音、振動、発熱、誤動作などの影響を与えることがあります。
　詳しくは営業窓口までお問い合わせください。
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機種 周波数
（Hz）

外気
温度

（℃DB）

出入口
温度差
（℃）

冷水出口温度（℃）
5 7 9 11 13 15

能力
（kW）

水量
（L/min）

消費
電力

（kW）

能力
（kW）

水量
（L/min）

消費
電力

（kW）

能力
（kW）

水量
（L/min）

消費
電力

（kW）

能力
（kW）

水量
（L/min）

消費
電力

（kW）

能力
（kW）

水量
（L/min）

消費
電力

（kW）

能力
（kW）

水量
（L/min）

消費
電力

（kW）

UWMY30BS（L）

50/60

40 

5

77.0 221 24.9 82.0 235 25.0 87.3 250 25.1 92.7 266 25.2 98.5 282 25.3 104 299 25.4
35 79.8 229 22.0 85.0 244 22.1 90.4 259 22.2 96.1 275 22.2 102 292 22.2 108 310 22.3
30 80.8 232 19.2 86.1 247 19.2 91.6 263 19.2 97.3 279 19.2 103 296 19.1 110 314 19.1
25 82.0 235 16.7 87.3 250 16.7 93.0 267 16.6 98.8 283 16.5 105 301 16.4 111 319 16.3
20 83.1 238 14.5 88.6 254 14.3 94.3 270 14.2 100 288 14.0 107 306 13.8 113 324 13.6
15 86.7 249 12.6 92.5 265 12.4 98.5 282 12.2 105 300 11.9 111 319 11.7 118 339 11.3

UWMY40BS（L）

40 106 304 37.1 113 323 37.4 119 342 37.6 126 362 37.9 118 339 33.9 125 359 34.1
35 111 318 33.4 118 338 33.6 125 359 33.8 133 380 34.0 140 402 34.3 148 425 34.5
30 113 324 29.5 120 344 29.7 128 366 29.9 135 388 30.1 143 410 30.2 151 433 30.4
25 115 331 26.2 123 351 26.4 130 374 26.5 138 396 26.6 146 420 26.7 155 443 26.9
20 117 335 23.0 124 357 23.1 132 379 23.2 140 402 23.2 148 425 23.3 157 449 23.5
15 123 351 20.5 130 372 20.6 138 394 20.6 146 418 20.6 154 441 20.6 163 466 20.6

UWMY50BS（L）

40 119 342 46.5 126 362 47.0 133 382 47.5 141 403 48.1 148 425 48.8 156 448 49.5
35 141 405 49.1 150 430 49.8 159 456 50.5 169 483 51.3 179 512 52.2 189 541 53.2
30 144 412 43.8 152 436 44.3 161 462 44.9 171 489 45.6 181 517 46.3 191 547 47.1
25 147 420 39.1 155 445 39.6 165 472 40.1 174 499 40.6 184 528 41.2 195 558 41.9
20 150 429 35.3 159 456 35.7 169 484 36.1 179 513 36.5 190 544 37.0 200 574 37.6
15 151 431 31.6 161 461 31.9 171 491 32.3 182 522 32.6 193 554 33.1 205 587 33.5

機種 周波数
（Hz）

外気
温度

（℃DB）

出入口
温度差
（℃）

温水出口温度（℃）
43 45 47 49 51 53

能力
（kW）

水量
（L/min）

消費
電力

（kW）

能力
（kW）

水量
（L/min）

消費
電力

（kW）

能力
（kW）

水量
（L/min）

消費
電力

（kW）

能力
（kW）

水量
（L/min）

消費
電力

（kW）

能力
（kW）

水量
（L/min）

消費
電力

（kW）

能力
（kW）

水量
（L/min）

消費
電力

（kW）

UWMY30BS（L）

50/60

－3 

5

66.2 190 22.8 65.5 188 23.9 64.9 186 25.0 56.8 163 24.1 56.4 162 25.2 56.0 161 26.4
0 71.6 205 22.8 70.8 203 23.8 70.1 201 24.9 61.3 176 23.9 60.8 174 25.0 60.3 173 26.2
3 77.5 222 22.7 76.7 220 23.7 75.9 218 24.8 66.3 190 23.9 65.7 188 24.9 65.1 187 26.1
5 81.5 234 22.6 80.6 231 23.7 79.8 229 24.7 69.7 200 23.8 69.0 198 24.9 68.3 196 26.0
7 86.0 247 22.6 85.0 244 23.6 84.1 241 24.7 73.4 210 23.7 72.6 208 24.8 71.9 206 25.9
9 90.6 260 22.5 89.6 257 23.5 88.6 254 24.6 77.3 222 23.7 76.5 219 24.7 75.7 217 25.8

UWMY40BS（L）

－3 92.6 265 33.3 91.6 263 34.7 90.4 259 36.1 78.7 226 34.6 77.2 221 36.0 75.4 216 37.5
0 100 287 33.3 98.9 284 34.7 97.6 280 36.1 85.0 244 34.6 83.4 239 36.0 81.4 233 37.4
3 108 310 33.3 107 306 34.7 105 302 36.1 91.8 263 34.5 90.1 258 35.9 88.1 253 37.4
5 113 325 33.3 112 321 34.6 111 317 36.0 96.4 276 34.5 94.6 271 35.9 92.5 265 37.3
7 119 342 33.3 118 338 34.6 116 334 36.0 101 291 34.5 99.6 286 35.9 97.4 279 37.3
9 126 360 33.2 124 356 34.5 122 351 35.9 107 306 34.4 105 300 35.8 103 294 37.2

UWMY50BS（L）

－3 118 337 44.8 118 337 46.6 118 339 48.4 106 304 46.5 108 308 48.4 108 308 50.5
0 127 363 44.9 127 363 46.7 128 366 48.5 114 327 46.5 115 330 48.5 115 329 50.5
3 137 391 45.0 137 391 46.7 137 393 48.6 123 351 46.6 123 353 48.5 123 352 50.5
5 144 413 45.6 144 413 47.4 144 413 49.1 128 368 46.6 128 368 48.5 128 367 50.5
7 150 431 45.0 150 430 46.8 150 429 48.5 135 386 46.6 134 385 48.5 134 384 50.6
9 158 452 45.1 157 451 46.8 157 450 48.6 141 404 46.7 141 403 48.6 140 401 50.6

注）１．消費電力は圧縮機消費電力＋ファン消費電力を示します。ポンプ分は含んでいませんので、ポンプ組込仕様の場合は技術資料の「ポンプ特性表」に示す値を参考にしてください。（参考：P.46『ポンプ特性』）
 ２．　　の箇所は称呼能力点（冷水出口水温7℃、外気35℃D.B.）を示します。
 ３．ポンプ組込仕様の場合は、各水量での機外揚程を技術資料の「ポンプ特性表」で確認してください。（参考：P.46『ポンプ特性』）
 ４．熱源ユニットとハイドロユニット間の配管相当長3.5m、高低差0mの時の値です。熱源ユニットとハイドロユニット間の冷媒配管長、高低差により性能特性値が変化します。

注）１．消費電力は圧縮機消費電力＋ファン消費電力を示します。ポンプ分は含んでいませんので、ポンプ組込仕様の場合は技術資料の「ポンプ特性表」に示す値を参考にしてください。（参考：P.46『ポンプ特性』）
 ２．外気温度は相対湿度85％時の乾球温度を示します。
 ３．　　の箇所は称呼能力点（温水出口水温45℃、外気7℃D.B. / ６℃W.B.）を示します。
 ４．ポンプ組込仕様の場合は、各水量での機外揚程を技術資料の「ポンプ特性表」で確認してください。（参考：P.46『ポンプ特性』）
 ５．熱源ユニットとハイドロユニット間の配管相当長3.5m、高低差0mの時の値です。熱源ユニットとハイドロユニット間の冷媒配管長、高低差により性能特性値が変化します。
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標準仕様（50/60Hz）●外形寸法図についてはP.39をご覧ください。

機種名(システム名） UWMY30BSLZ UWMY40BSLZ UWMY50BSLZ

冷却
★1★3

能力 kW ５４ ７５ ９６
ブライン流量 L/min ２９４ ４０９ ５２３
水圧損失 kPa ６７ １２７ ２０７
冷却COP 2.63 2.41 2.07

加熱
★2★3

能力 kW ８１ １１３ １４３
ブライン流量 L/min ２６２ ３６５ ４６３
水圧損失 kPa ４７ ９０ １４３
加熱COP 3.38 3.21 3.01

冷却加熱平均COP 3.01 2.81 2.54

電気特性

冷却
★1★3

運転電流 A ６４．５ ９６．７ １４２．２
定格消費電力 kW ２０．５ ３１．１ ４６．３
力率 ％ ９２ ９３ ９４
始動電流 A － － －

加熱
★2★3

運転電流 A ７５．８ １０９．６ １４６．２
定格消費電力 kW ２３．９ ３５．２ ４７．５
力率 ％ ９１ ９３ ９４
始動電流 A － － －

除霜方式 電子ディアイサ方式
冷媒制御 電子膨張弁
温度調節器 電子サーモ
容量制御 ★4 ％ １００～１７－０ １００～１２－０ １００～９－０
接続配管
★5

熱源～
ハイドロ

液側配管 mm φ１２．７　Ｃ１２２０Ｔ　（ハイドロ側：フレア接続、熱源側：ロウ付接続）
ガス側配管 mm φ２５．４　Ｃ１２２０Ｔ（ロウ付接続）

保護装置 高圧圧力開閉器、漏電検知装置、過電流保護装置、ファンドライバー過負荷保護装置、インバーター過負荷保護装置、低圧保護機能、逆相保護機
能、吐出ガス過熱防止機能、凍結防止機能

法定冷凍トン ８．７ １２．５ １６．７
高圧ガス保安法に基づく手続 ★6 不要
最少保有ブライン量 ★7 L ４７０
標準付属品 ★8 取扱説明書、据付説明書、保証書

熱源
ユニット　
★9

機種名×台数 ＵＷＵＰ４００ＤＳＺ×４台
電源 ３相　２００Ｖ　５０／６０Ｈｚ

圧縮機
形式 全密閉スクロール式
電動機出力×台数 ★10 kW （３．８×１）×４ （５．４×１）×４ （７．３×１）×４
始動方式 インバーター方式

空気側熱交換器 形式 クロスフィンコイル式

送風機

形式 プロペラファン
電動機出力×台数 kW （０．２９×２）×４
風量 ★10 m3/min １８７×４ ２１０×４
駆動方式 直結駆動

冷媒 
★11

冷媒名 Ｒ４１０Ａ
充填量 kg １２．６×４

冷凍機油 
★11

冷凍機油名 ＦＶＣ６８Ｄ
充填量 L ３．０×４

製品質量 kg ２５９×４

ハイドロ
ユニット

機種名 ＵＷＨＹ３０ＢＬＺ ＵＷＨＹ４０ＢＬＺ ＵＷＨＹ５０ＢＬＺ
電源 ３相　２００Ｖ　５０／６０Ｈｚ
水側熱交換器 形式 ブレージングプレート式
断熱材 発泡ポリエチレン
ブライン出入口管 ★12 ２　１／２Ｂ（６５Ａ）　フランジ（ＪＩＳ１０Ｋ）
ドレン出口管 Ｒｃ　１／２メネジ（１５Ａ）
製品質量 kg ２８５
運転質量 kg ３１７

1. ★1 運転条件：ブライン出口温度-5℃、出入口温度差3℃、外気温度35℃（D.B.）　ブラインはナイブラインZ-1、50ｗｔ％をご使用ください。凍結防止の設定は-15℃(OFF)に設定しています。　2. ★2 運転
条件：ブライン出口温度45℃、出入口温度差5℃、外気温度7℃（D.B.）、6℃（W.B.）　ブラインはナイブラインZ-1、50ｗｔ％をご使用ください。　3. ★3 熱源ユニットとハイドロユニット間の配管相当長3.5ｍ、高低
差0ｍの時の値です。熱源ユニットとハイドロユニット間の冷媒配管長、高低差により冷却能力、加熱能力、電気特性が変化します。　4. ★4 ★1★2の運転条件での容量制御範囲となります。運転条件により容
量制御範囲は異なります。　5. ★5 本機は4つの冷媒系統が独立していますので、系統毎に個別に配管接続が必要です。また、配管接続形態（熱源：正面、下面接続　ハイドロ：正面接続）に応じて現地での作
業（拡管、曲げ）や、　配管継手（L継手、同径継手）等の準備が必要です。　6. ★6 手続きが異なるほかの冷凍機とブラインを共通にする場合（合算）は、手続き内容が変わる場合があります。　7. ★7 ブライ
ン系統内を実際に循環するブライン量を示します。三方弁や二方弁によりバイパスする回路のある場合は最短バイパス回路でのブライン量を上記数値以上としてください。この値は★1★2の条件、サーモディファ
レンシャル2℃時の値です。設計能力、サーモディファレンシャル条件によって異なります。また、複数台設置時は、台数制御方法によって必要な保有ブライン量が異なります。　8. ★8 付属品はハイドロユニット内
部に付属されています。　9. ★9 雨水やドレン水などは製品底面より排水されます。必要に応じて基礎の周囲に排水溝を設けてください。　10. ★10 本製品は熱源ユニットとハイドロユニットで構成されています。
圧縮機電動機出力および送風機風量は組合せるハイドロユニットによって変わりますのでご注意ください。　11. ★11 工場出荷時は、冷媒および冷凍機油は熱源ユニットにのみ初期充填されています。ハイドロ
ユニットには充填されていません。　12. ★12 外気条件によって、ドレン管以外から結露水が発生することがあります。　13. 外部露出の冷温水配管の保温は当社除外とします。お客様にて施工してください。
　14. ★1★2の能力および定格消費電力の表示値許容公差は、JRA4066:2017「ウォーターチリングユニット」によります。
●本製品はJIS B 8613－2019およびJRA4066:2017に基づき製造しております。
●ＪＲＡ耐（重）塩害仕様については、別途お問い合わせください。
          
★漏電遮断器を必ず設置してください。本機はインバーター装置を有しますので、誤作動を防止するため高調波対応品を使用してください。
※「冷却」または「加熱」の電流値が20Ａを超える熱源機は、「高圧又は特別高圧で受電する需要家の高調波抑制対策ガイドライン」対象機器となります。
 　回路種別番号、換算係数は機種により異なりますので営業窓口までお問い合わせください。
※インバーター方式の熱源機は高調波発生機器です。機器から発生した高調波は電源線を伝わり、他の設備や機器に異音、振動、発熱、誤動作などの影響を与えることがあります。
　詳しくは営業窓口までお問い合わせください。

JIZAI ［ジザイ］  ブライン仕様／能力特性　 モジュール制御対応機モジュール制御対応機

空 調 用 熱 源 機
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機種名 周波数
（Hz）

外気
温度

（℃DB）

出入口
温度差
（℃）

ブライン出口温度（℃）
－10 －5 0 5

能力
（kW）

ブライン
水量

（L/min）

水圧
損失

（kPa）

消費
電力

（kW）

能力
（kW）

ブライン
水量

（L/min）

水圧
損失

（kPa）

消費
電力

（kW）

能力
（kW）

ブライン
水量

（L/min）

水圧
損失

（kPa）

消費
電力

（kW）

能力
（kW）

ブライン
水量

（L/min）

水圧
損失

（kPa）

消費
電力

（kW）

UWMY30BSLZ

50/60

35

3

46 252 51 20.3 54 294 67 20.5 63 341 87 20.7 69 371 100 20.7
30 47 255 53 17.8 55 298 69 17.8 64 345 89 17.8 70 375 102 17.7
25 47 259 54 15.6 55 302 71 15.5 65 351 92 15.3 71 382 106 15.1

UWMY40BSLZ

35 64 352 98 30.6 75 409 127 31.1 87 470 163 31.6 94 509 186 31.9
30 65 358 102 27.0 76 415 132 27.5 88 479 170 28.0 96 519 193 28.1
25 67 365 106 24.1 78 424 137 24.4 90 490 177 24.7 98 530 202 24.9

UWMY50BSLZ

35 83 453 162 44.6 96 523 207 46.3 111 602 266 46.8 121 652 304 47.3
30 84 461 168 39.8 97 531 213 41.2 112 609 272 41.5 122 659 310 41.7
25 86 470 174 35.7 99 542 222 36.8 115 621 283 36.9 125 672 323 37.1

機種名 周波数
（Hz）

外気
温度

（℃DB）

出入口
温度差
（℃）

ブライン出口温度（℃）
43 45 47 49

能力
（kW）

ブライン
水量

（L/min）

水圧
損失

（kPa）

消費
電力

（kW）

能力
（kW）

ブライン
水量

（L/min）

水圧
損失

（kPa）

消費
電力

（kW）

能力
（kW）

ブライン
水量

（L/min）

水圧
損失

（kPa）

消費
電力

（kW）

能力
（kW）

ブライン
水量

（L/min）

水圧
損失

（kPa）

消費
電力

（kW）

UWMY30BSLZ

50/60

5 

５

78 252 44 23.0 77 249 43 24.1 76 246 42 25.0 67 217 33 24.3
7 82 265 48 22.9 81 262 47 23.9 80 259 46 25.0 70 227 35 24.0
9 87 281 54 23.0 86 278 53 24.0 85 275 52 25.1 74 240 39 24.1

UWMY40BSLZ

5 108 349 82 33.7 107 346 81 35.1 106 343 80 36.7 92 298 60 35.0
7 114 368 92 33.8 113 365 90 35.2 111 360 87 36.5 97 315 67 35.1
9 120 388 101 33.7 118 382 98 34.9 117 379 97 36.5 102 331 74 35.0

UWMY50BSLZ

5 137 443 131 46.1 137 443 132 47.9 137 444 132 49.7 122 396 105 47.1
7 143 462 143 45.6 143 463 143 47.5 143 463 143 49.3 128 415 115 47.2
9 150 485 157 45.6 150 485 157 47.4 150 486 157 49.4 134 435 126 47.2

機種名 周波数
（Hz）

外気
温度

（℃DB）

出入口
温度差
（℃）

ブライン出口温度（℃）
51 53

能力
（kW）

ブライン
水量

（L/min）

水圧
損失

（kPa）

消費
電力

（kW）

能力
（kW）

ブライン
水量

（L/min）

水圧
損失

（kPa）

消費
電力

（kW）

UWMY30BSLZ

50/60

5 

５

66 214 32 25.3 65 212 31 26.3
7 69 224 34 25.1 69 225 35 26.4
9 73 237 38 25.1 72 234 38 26.1

UWMY40BSLZ

5 90 292 58 36.3 88 287 55 37.8
7 95 309 64 36.4 93 303 62 37.9
9 100 325 71 36.3 98 319 68 37.8

UWMY50BSLZ

5 122 396 105 49.0 122 397 105 51.2
7 128 416 116 49.2 128 417 116 51.5
9 134 435 126 49.3 133 433 125 51.2

注）１．消費電力は圧縮機消費電力＋ファン消費電力を示します。           
 ２．　　の箇所は称呼能力点＜ブライン出口水温－５℃、外気３５℃（ＤＢ）＞を示します。         
 ３．使用ブラインはナイブラインＺ－１（５０ｗｔ％）とします。            
 ４．セパレート型の場合、熱源ユニットとハイドロユニット間の配管相当長３．５ｍ、高低差０ｍの時の値です。熱源ユニットとハイドロユニット間の冷媒配管長、高低差により性能特性値が変化します。

注）１．消費電力は圧縮機消費電力＋ファン消費電力を示します。           
 ２．      の箇所は称呼能力点＜ブライン出口水温４５℃、外気７℃（ＤＢ）６℃（ＷＢ）＞を示します。         
 ３．外気温度は相対湿度８５％時の乾球温度を示します。           
 ４．使用ブラインはナイブラインＺ－１（５０ｗｔ％）とします。            
 ５．セパレート型の場合、熱源ユニットとハイドロユニット間の配管相当長３．５ｍ、高低差０ｍの時の値です。熱源ユニットとハイドロユニット間の冷媒配管長、高低差により性能特性値が変化します。

冷却能力

加熱能力
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■標準仕様/ポンプ組込型・標準仕様/ポンプレス型・ブライン仕様（ポンプレス）共通

商
品
紹
介

 

モ
ジ
ュ
ー
ル
チ
ラ
ー

熱源ユニット

２

接地線（銅）ｍｍ２以上

１５

最大運転
電流 注）9
（Ａ）

２ｍｍ

（Ａ）
ＣＶケーブル

最小電線太さ
ＩＶ電線

５０／６０ ２ｍｍ

配線用遮断器
使用の場合
定格電流（Ａ）

1５

（Ａ）

手元開閉器使用の場合

２

※２

開閉器容量 ヒューズ容量

※２

2６ｍ 2６ｍ

漏電遮断器使用の場合
（地絡，過負荷，短絡保護兼用）

機種名
電源周波数
(Hz)

２

最小電線太さ ※２

101５Ａ ， ３０ｍＡ ， ０．１ｓｅｃ．以下
UWHY30B（E,H,C）
UWHY40B（E,H,C）
UWHY50B（E,H,C）

1５

金属管・合成樹脂管配線 空中暗きょ配線　注）４

最大こう長

１．配線要領は内線規程（ＪＥＡＣ８００１）に基づいて決められています。
２．電源配線（金属管・合成樹脂管配線）については、同一管内に収める電線数３本以下の場合を示します。
３．電源配線のこう長は、電圧降下２％時の電線最大こう長を示します。
４．空中暗きょ基準でケーブルラック配線を行う場合は、国土交通省の電気設備工事監理指針に従い適切なものを選定してください。
　ＣＶケーブルを電線管配線とする場合には、最大運転電流に１．１倍（余裕係数）を乗じた値に対して、
　内線規定に従い電線の許容電流に電流減少係数を乗じた値で配線太さを選定してください。
５．ヒューズはＢ種ヒューズを使用する場合を示します。
６．漏電遮断器または配線用遮断器の定格遮断容量は、現地設備と工事の施工内容により各々異なりますので、遮断器取付箇所における
　短絡電流を計算（推定）し、それに充分耐えるだけの遮断容量を有する適正な遮断器を選定してください。その都度計算出来ない場合は、
　電気技術基準調査委員会においてＪＥＡＣ８７０１『低圧電路に使用する自動遮断器の必要な遮断容量』が発行されていますので、それに
　基づいて現地設備と工事の施工内容に適合する遮断器を選定してください。
７．漏電遮断器を必ず設置してください。（高調波対応品）
　（本機はインバータ装置を有するので、漏電遮断器自体の誤作動を防止する為、高調波対応品を使用してください。）
８．漏電遮断器が地絡保護専用の場合は、ヒューズ付負荷開閉器または配線用遮断器と組合わせて使用してください。
　その場合ヒューズ容量または配線用遮断器の定格電流と同等以上の定格電流をもつ漏電遮断器を使用してください。
９．最大運転電流にポンプ電流を含みます。
１０．ハイドロユニット～熱源ユニット間の連絡配線には２心線を用い、３心以上の線は使用しないでください。
１１．電源配線と連絡配線は必ず離してください。
１２．連絡配線長さは、下記制限を越えると伝送異常を起こす場合がありますので必ず守ってください。
　　・最長配線長１０００ｍ以下　　・総配線長２０００ｍ以下

注）

最大こう長

※１

２

※１

シース付ビニルコード又は、ケーブル（０．７５～１．２５ｍｍ  、２心）２

●ハイドロユニット～熱源ユニット間連絡配線

ＶＣＴＦ
ＶＣＴＦＫ
ＣＶＶ
ＶＶＲ
ＶＣＴ

ＪＩＳＣ３３０６
ＪＩＳＣ３３０６
ＪＩＳＣ３４０１
ＪＩＳＣ３３４２
ＪＩＳＣ３３１２

シース付ビニルコード及びケーブルの例

ハイドロユニット／ポンプ組込仕様

２

接地線（銅）ｍｍ２以上

60

最大運転
電流
（Ａ）

14ｍｍ

（Ａ）
ＣＶケーブル

最小電線太さ
ＩＶ電線

５０／６０ 8ｍｍ

配線用遮断器
使用の場合
定格電流（Ａ）

５0

（Ａ）

手元開閉器使用の場合

3.5

※２

開閉器容量 ヒューズ容量

※２

39ｍ 23ｍ

漏電遮断器使用の場合
（地絡，過負荷，短絡保護兼用）

機種名
電源周波数
(Hz)

3.5

最小電線太さ ※２

45５0Ａ ， ３０ｍＡ ， ０．１ｓｅｃ．以下UWUP400DS
（E,H,C,Z） ５0

金属管・合成樹脂管配線 空中暗きょ配線　注）４

最大こう長最大こう長

※１

２

※１

シース付ビニルコード又は、ケーブル（０．７５～１．２５ｍｍ  、２心）２

●熱源ユニット～ハイドロユニット間連絡配線

シース付ビニルコード又は、ケーブル（０．７５～１．２５ｍｍ  、２心）２

●熱源ユニット～熱源ユニット間連絡配線

ＶＣＴＦ
ＶＣＴＦＫ
ＣＶＶ
ＶＶＲ
ＶＣＴ

ＪＩＳＣ３３０６
ＪＩＳＣ３３０６
ＪＩＳＣ３４０１
ＪＩＳＣ３３４２
ＪＩＳＣ３３１２

シース付ビニルコード及びケーブルの例

１．配線要領は内線規程（ＪＥＡＣ８００１）に基づいて決められています。
２．電源配線（金属管・合成樹脂管配線）については、同一管内に収める電線数３本以下の場合を示します。
３．電源配線のこう長は、電圧降下２％時の電線最大こう長を示します。
４．空中暗きょ基準でケーブルラック配線を行う場合は、国土交通省の電気設備工事監理指針に従い適切なものを選定してください。
　ＣＶケーブルを電線管配線とする場合には、最大運転電流に１．１倍（余裕係数）を乗じた値に対して、
　内線規定に従い電線の許容電流に電流減少係数を乗じた値で配線太さを選定してください。
５．ヒューズはＢ種ヒューズを使用する場合を示します。
６．漏電遮断器または配線用遮断器の定格遮断容量は、現地設備と工事の施工内容により各々異なりますので、
　遮断器取付箇所における短絡電流を計算（推定）し、それに充分耐えるだけの遮断容量を有する適正な遮断器を選定してください。
　その都度計算出来ない場合は、電気技術基準調査委員会においてＪＥＡＣ８７０１『低圧電路に使用する自動遮断器の必要な遮断容量』が
　発行されていますので、それに基づいて現地設備と工事の施工内容に適合する遮断器を選定してください。
７．漏電遮断器を必ず設置してください。（高調波対応品）
　（本機はインバータ装置を有するので、漏電遮断器自体の誤作動を防止する為、高調波対応品を使用してください。）
８．漏電遮断器が地絡保護専用の場合は、ヒューズ付負荷開閉器または配線用遮断器と組合わせて使用してください。
　その場合ヒューズ容量または配線用遮断器の定格電流と同等以上の定格電流をもつ漏電遮断器を使用してください。
９．熱源ユニット～ハイドロユニット間、熱源ユニット～熱源ユニット間の連絡配線には２心線を用い、３心以上の線は使用しないでください。
１０．電源配線と連絡配線は必ず離してください。
１１．連絡配線長さは、下記制限を越えると伝送異常を起こす場合がありますので必ず守ってください。
　　・最長配線長１０００ｍ以下　　・総配線長２０００ｍ以下

注）

２

接地線（銅）ｍｍ２以上

１５

最大運転
電流
（Ａ）

２ｍｍ

（Ａ）
ＣＶケーブル

最小電線太さ
ＩＶ電線

５０／６０ ２ｍｍ

配線用遮断器
使用の場合
定格電流（Ａ）

５

（Ａ）

手元開閉器使用の場合

２

※２

開閉器容量 ヒューズ容量

※２

８６ｍ ８６ｍ

漏電遮断器使用の場合
（地絡，過負荷，短絡保護兼用）

機種名
電源周波数
(Hz)

２

最小電線太さ ※２

３５Ａ ， ３０ｍＡ ， ０．１ｓｅｃ．以下UWHY40BL（E,H,C,Z）
UWHY30BL（E,H,C,Z）

５

金属管・合成樹脂管配線 空中暗きょ配線　注）４

UWHY50BL（E,H,C,Z）

最大こう長最大こう長

※１

２

※１

シース付ビニルコード又は、ケーブル（０．７５～１．２５ｍｍ  、２心）２

●ハイドロユニット～熱源ユニット間連絡配線

ＶＣＴＦ
ＶＣＴＦＫ

ＪＩＳＣ３３１２

ＣＶＶ

ＪＩＳＣ３３０６

ＪＩＳＣ３３４２
ＶＣＴ

ＪＩＳＣ３４０１

シース付ビニルコード及びケーブルの例

ＪＩＳＣ３３０６

ＶＶＲ

１．配線要領は内線規程（ＪＥＡＣ８００１）に基づいて決められています。
２．電源配線（金属管・合成樹脂管配線）については、同一管内に収める電線数３本以下の場合を示します。
３．電源配線のこう長は、電圧降下２％時の電線最大こう長を示します。
４．空中暗きょ基準でケーブルラック配線を行う場合は、国土交通省の電気設備工事監理指針に従い適切なものを選定してください。
　ＣＶケーブルを電線管配線とする場合には、最大運転電流に１．１倍（余裕係数）を乗じた値に対して、
　内線規定に従い電線の許容電流に電流減少係数を乗じた値で配線太さを選定してください。
５．ヒューズはＢ種ヒューズを使用する場合を示します。
６．漏電遮断器または配線用遮断器の定格遮断容量は、現地設備と工事の施工内容により各々異なりますので、
　遮断器取付箇所における短絡電流を計算（推定）し、それに充分耐えるだけの遮断容量を有する適正な遮断器を選定してください。
　その都度計算出来ない場合は、電気技術基準調査委員会においてＪＥＡＣ８７０１『低圧電路に使用する自動遮断器の必要な遮断容量』が
　発行されていますので、それに基づいて現地設備と工事の施工内容に適合する遮断器を選定してください。
７．漏電遮断器を必ず設置してください。（高調波対応品）
　（本機はインバータ装置を有するので、漏電遮断器自体の誤作動を防止する為、高調波対応品を使用してください。）
８．漏電遮断器が地絡保護専用の場合は、ヒューズ付負荷開閉器または配線用遮断器と組合わせて使用してください。
　その場合ヒューズ容量または配線用遮断器の定格電流と同等以上の定格電流をもつ漏電遮断器を使用してください。
９．ハイドロユニット～熱源ユニット間の連絡配線には２心線を用い、３心以上の線は使用しないでください。
１０．電源配線と連絡配線は必ず離してください。
１１．連絡配線長さは、下記制限を越えると伝送異常を起こす場合がありますので必ず守ってください。
　　・最長配線長１０００ｍ以下 　　・ 総配線長２０００ｍ以下

注）

ハイドロユニット／ポンプレス仕様

●セパレート型はハイドロユニットと熱源ユニットのそれぞれに電源工事が必要です。
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改装対応・別売品

改装ポンプ特性

■ポンプ組込型 ●標準搭載は60Hz・1.5kWポンプとなります（50Hz・60Hz共通）。それ以外は改装対応となります。

50Hz 

水量（L/min）

2.2kW

3.7kW

5.5kW

7.5kW

1.5kW

機
外
揚
程（
kP
a）

600

500

400

300

200

100

0
0 100 200 300 400 500 600 700

UWMY30BS（E）（H）（C）
流量範囲（98～366L/min）

UWMY40BS（E）（H）（C）
流量範囲（98～507L/min）

UWMY50BS（E）（H）（C）
流量範囲（98～645L/min） 60Hz 

水量（L/min）
注） １．冷温水または冷水は使用限界表に示す水量範囲でご使用ください。

2.2kW

1.5kW

3.7kW

5.5kW

7.5kW

機
外

揚
程（

kP
a）

600

500

400

300

200

100

0
0 100 200 300 400 500 600 700

UWMY30BS（E）（H）（C）
流量範囲（98～366L/min）

UWMY50BS(E)(H)(C)
流量範囲(98～645L/min)

UWMY40BS（E）（H）（C）
流量範囲（98～507L/min）

■標準仕様/ポンプ組込型・標準仕様/ポンプレス型・ブライン仕様（ポンプレス）共通

区分 項目 型番

熱
源
ユ
ニ
ッ
ト　

※
１

防雪フード ※3 ※10

セット（吹出＋吸込） ＫＰＳ２６Ｄ５６０ 
吹出口 ＫＰＳ２６Ｄ５６０Ｔ
吸込口（左） ＫＰＳ２６Ｄ５６０Ｌ
吸込口（右） ＫＰＳ２６Ｄ５６０Ｒ
吸込口（背） ＫＰＳ２６Ｄ５６０Ｂ
吸込口（正面） ＫＰＳ２６Ｄ５６０Ｆ

吹出ダクトキット ※10 ＫＰＦ２６Ｄ５６０ 

保護網 ※3

セット ※４ ＫＫＧ２６Ｄ５６０  
吸込口（左） ＫＫＧ２６Ｄ５６０Ｌ 
吸込口（右） ＫＫＧ２６Ｄ５６０Ｒ 
吸込口（背） ＫＫＧ２６Ｄ５６０Ｂ 

圧力計取付（高圧・低圧） 改装対応
ドレンパンヒーター ＫＥＨ２２Ｂ５６０ 
アクティブフィルター ※５ 機内組込形 改装対応
現地接続配管キット ＫＨＦ２２D４００
防振架台 Ｋ－ＫＳＶ５６０ＧGＢ

ハ
イ
ド
ロ
ユ
ニ
ッ
ト

ストレーナーキット
青銅製（ＳＵＳ管付） ＢＷＫＰ６６Ａ５０５ 
鋳鉄製 ＢＷＫＰ６６Ａ５０６ 
ＳＵＳ製 ＢＷＫＰ６６Ａ５０７ 

ポンプ容量アップ改装 ※６

1.5ｋＷ（50Hz） 改装対応
２．２ｋＷ 改装対応
３．７ｋＷ 改装対応
５．５ｋＷ 改装対応
７．５ｋＷ 改装対応

ポンプ用インバーター組込改装 改装対応
ドレンパンヒーター組込改装 改装対応
熱源ユニット用電源ＢＯＸ取付 改装対応
圧縮機積算時間計取付 改装対応
電流計（赤指針付）取付 改装対応
積算電力量計取付 改装対応
圧縮機運転信号取出し端子取付 改装対応
遠方操作（有電圧瞬時・常時） 改装対応
モジュールリモコン ＢＲＣ３０８Ｃ１

高機能モジュールコントローラー ※２
１ポンプシステム用 ＢＲＧ３０３Ａ１ 
２ポンプシステム用 ＢＲＧ３０３Ａ２ 

高機能モジュールコントローラー用通信アダプター ※７ ＢＲＰ６６Ａ１０６ 
高機能モジュールコントローラー用タッチパネル ＢＲＧ３０３Ａ３ 
インテリジェントタッチマネージャー　※2 ※８ ＤＣＭ６０１B１
ＤⅢ－ＮＥＴ拡張アダプター ※９ ＤＴＡ１０９Ａ３１ 
防振架台 Ｋ－ＣＢＳＶ０１４１Ａ 

※１．取付対象となる熱源ユニットの台数分必要です。（アクティブフィルターは除く）　※２．高機能モジュールコントローラーとインテリジェントタッチマネージャーの併用はできませんのでご注意ください。　※３．防雪フードと保
護網の併用はできません。　※４．公共建築工事標準仕様準拠機については必須別売品となります。　※５．詳細はお問い合わせください。　※６．ポンプ性能については下記をご覧ください。　※７．高機能モジュールコ
ントローラー使用時の必須手配品です。　※８．接続するシステムによってＤⅢ－ＮＥＴ拡張アダプターが必要になります。詳細はお問い合わせください。　※９．接続するシステムによってインテリジェントタッチマネージャー使
用時に必要になります。詳細はお問い合わせください。　※10．防雪フードと吹出ダクトキットの併用はできません。
●ＪＲＡ耐（重）塩害仕様については、別途お問い合わせください。
●改装対応についての詳細は、弊社までお問い合わせください。

 はオーケー器材（株）扱い､それ以外はダイキン工業（株）扱いです｡ はセット品番です。納品姿は複数梱包となります。は受注生産品です。発注から納品までに標準品より日数を要します。
●受注生産品の納期について、オーケー器材（株）扱いの別売品は「ダイキン純正別売品総合カタログ」または「オーケースカイ空調工事部材カタログ」にてご確認ください。
　ダイキン工業（株）扱いの別売品についてはお問い合わせください。
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